
 

「失われた 30年」と賃金引上げ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 
  

 

 

         

 

 

                                   

2023年 6月 

第153号 

 

ぱれっと 
㈱北日本ベストサポート 

℡ 018-883-1888 

 

 

１９８９年１２月２９日の「大納会」で東京証券取引所の株価は３万８９１５円８７銭の史上最高

値を付け、翌年１月４日の「大発会」から下げに転じ、今年 5 月 22 日３万円台に乗せたもの

の３０年間も足踏み状態が続いてきた。 

 その間、アメリカの代表的株価指数である「 S&P500 」は 353.40(1989 年末 )から

3230.78(2019 年末)へと３０年で約 9.14 倍に上昇した。ドイツでも株価数が 1790.37(1989 年

末)から１万 3249.01(2019年末)に 7.4倍に上昇している。 

日本の GDP は 1989 年には 421 兆円で、30 年後は 557 兆円となっているが、世界経済

に占めるウエイトは 1989 年 15.3%となっているものの 2018 年には 5.9%とその凋落ぶりが著し

い。その間、アメリカは 28.3%から 23.3%と低下しているが、中国は 2.3%から 16.1%に上昇し、新

興国や発展途上国は 18.3%から 40.1%へと急拡大している。さらに、スイスのビジネススクー

ル「IMD」が毎年発表している「国際競争力ランキング」では 1989年から 4年間、アメリカを

抜いて世界第１位となっていたが、2002年には 30位に後退し、2019年も 30位のままとなっ

ている。 

日本の科学技術力も、研究者が発表する論文がどれほどほかの論文に引用されたかを

示す「TOP10%補正論文数」というデータも 1989 年には世界３位だったものが、2015 年には

第９位に後退している。このように、日本は多くのものが世界的に見て劣化現象が進み「失

われた 30年」などと言われるようになっている。 

 この間、少子高齢化社会の到来、労働力の減少などを危惧する声も聞かれたが、外国

人実習生や女子労働者の雇用・高齢者の再雇用など低賃金で不足気味の雇用を補い、

また、物価が比較的安定的に推移したため一般国民も日本が一流国から転落しそうになっ

ている状況に陥っても、その実感を肌で感ずることが少なかったように思う。 

 近年になってコロナの蔓延や、ウクライナ戦争の勃発によって社会情勢が大きな転換期

を迎えている。円安も進み食料品やエネルギーなどを中心に物価が高騰し生活を脅かす

ようになってきた。外国人実習生も円安のため実質賃金が減少する事態となり次第に日本

で働くことへの魅力が乏しくなってきている傾向にある。 

 今年は 30 年以上に亘って伸び悩んでいた賃金が、連合加盟の賃金引き上げ率の加重

平均が 3.67%と前年同期に比べて、1.7 倍に上昇した。この傾向は、今後共、労働力不足、

資源不足さらに円価格の動向によってはさらに進むことが予想される。企業にとっては低賃

金で優秀な社員の確保が困難となってきた。能力のある社員の確保と生産性向上が喫緊

の課題となっている。 

 



   
                中国古典の知恵に学ぶ              

激務についても悠々と生きる 

 
 

  

 

  

 

 

 

 

 
 
 

エリートとしての自覚を持つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人に寛大にし、自分に厳しくする 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                                                               

 

社会的に高い地位にあるときは、体を休める暇もないくらい仕事か忙しい

ものである。 

 しかし、こうしたときにこそ、その地位やつき合いに縛られるのではなく、

心身ともに休まる環境に身を置くことが大切である。 

 一方で、隠遁(いんとん)して自然の中でのんびりと生活している人は、つい

現実の社会から縁遠くなり、世間知らずになってしまいがちだ。 

 だからこそ、田舎暮らしをしていても、常に社会情勢に目を向け、自分な

りの見識を持つことが大切だ。              （前集 27） 

 

 

 

 

真のエリートとは、世の中のために働こうという強い意志と社会的責任を

自覚している人のことだ。 

 幸いにも、選ばれて社会的に高い地位につき、豊かな生活を保障されてい

るのに、人のためになるような発言も仕事もしないようでは、どうしようも

ない。 

 そんな人間は、百年生きたとしても、一日生きた値打ちさえない。 

(前集 60 後段) 

 

 

人の過失や欠点を責めるときには、悪いところだけをとがめるのでなく、 

同時によいところも評価してやることが大切だ。 

 そうすれば、叱られたほうも嫌な気持ちにならなくてすむ。 

 これに対し、自分の過失や欠点を反省するときには、良いところの中にも

悪いところはないか、あえて探し出すくらいの厳しい態度が必要だ。 

 人格にも一段と磨きがかかるだろう。 

(前集 218) 
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ブレーズ・パスカル（フランスの哲学者・物理学者・思想家）      

           

 

1623年 6月 19日 
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1662年 

1662年 8月 19日 

フランス中部のクレルモンで徴税行政官を父として生ま

れ、家庭教師のもとで勉強した。 

幼少の頃から天才で、10 歳にもならない頃に、三角形の内

角の和が二直角であることや、1から nまでの和が(1+n)n/2

であることを証明した。 

16 歳の時、「円錐曲線試論」を発表。 

機械式計算機の構想・設計・制作に着手。2 年後に完成。 

パスカル一家はキリスト教の信仰に目覚める。 

「プロヴァンシアル」の発表。神の恩寵について弁護する。 

キリスト教を擁護する書物の執筆に着手し、内容について

のノートや、様々な思索についてのメモを多数残したが体

調を崩し完成には至らなかった。 

「５ソルの馬車」(乗合馬車)のシステムを着想・発明。 

病気が悪化し死去。 享年 39 歳。 

有名なパスカルの「人間は考える葦である」という言葉は、 

人間は自然の中では矮小な生き物に過ぎないが、考えるこ 

とによって宇宙を越える。われわれの尊厳のすべては、考 

えることのなかにある。というものである（パンセとい 

う書籍にまとめられている）。 

 

 

 

 本売る日々 

著者 青山文平 出版社 文藝春秋 

 

    

 

            

 

 

 

 

 

      

 
 

 

著者は 1948 年神奈川県生まれ。経済関係出版社勤務を経て、2011 年「白樫の

樹の下で」で松本清張賞。16 年「つまをめとらば」で直木賞受賞。     

本書は 2011 年から 22 年にかけて「オール讀物」に「本売る日々」・「鬼に喰わ

れた女」・「初めての開板」を発表したものを一冊の本にまとめ出版されたもので

ある。 

江戸時代の貧しい生活の中でも人々の心温まる交流や日常生活での出来事の

中から人間が人間らしく生きる心の豊かさを問いかけている。 

 

 

 

 

 



 

 

                                               

                      

 

（出典：日本損害保険協会 HP） 

くらしと保険のおはなし 

 ロードサービス業者とのトラブルにご注意！！ 

【編集後記】 

 今年は例年になく春の訪れが早かった。３月中に桜が咲いたし、５月には真夏

日の日もあった。気候が大きく変動しているようにも思う。 

 我が家の小さな庭では、あやめ(紫・白)・卯の花・しらん・ミヤコワスレ・し

ゃくなげ・つつじ・わすれな草などが咲き誇り春を満喫している。 

 先日、広島で G7 が開催され「原子爆弾使用」と「力による現状変更」に反対

する議論が展開された。北国のウクライナにも一日も早く春が訪れて欲しい。 

 

 

悪質な住宅修理業者とのトラ

ブルでは比較的高齢者が被害に

遭うことが多かったですが、ロー

ドサービス業者の場合は自動車

を運転することやスマートフォ

ンの広告検索で表示された業者

に依頼するケースが多いことな

どから、若年層を含むスマートフ

ォンを利用する世代に多くみら

れます。 

 多くの自動車保険にはロード

サービスが付帯されており、事故

だけでなく故障の場合でもロー

ドサービスを利用することがで

きる場合があります。ロードサー

ビスが必要になった場合はまず

損害保険会社や代理店へご連絡

ください。 

最近、インターネット広告で格安・迅速・高品質であることを強調している一

部のロードサービス業者に連絡をした結果、「広告と異なる高額な費用請求を受

けた」「広告に記載のない多額のキャンセル料を請求された」「保険会社と提携し

ていると虚偽の説明がなされた」などの問い合わせが損害保険会社に寄せられて

います。 


